コウノトリの生息拡大に伴う新たな繁殖可能性自治体の住民意識について－神栖市全域のアンケート調査から by 高橋 正弘 & 本田 裕子



















































































り無作為に抽出した 20歳から 79歳の男女 1,000人を対象に、2021年 1月 20日に郵送
により実施した。回収数は 483通であった（回収収締切日 2021年 2月 12日）。1,000
通発送したうち、宛先不明での返送が18通あり、982通で計算した結果、回収率は49.1%
となった。無作為抽出による郵送法を用いたアンケート調査としては、回収率が高かっ
たと考える。アンケート票は全 20問であり、質問内容は表 1に整理した通りである。 
 


















































回答者の平均年齢は 53.83歳であった（最年少 20歳、最年長 79歳）。回答者の年代・
性別（表 2）は、60歳代男性と 50歳代女性が最も多くなった。 
居住地は、神栖市合併以前の 2地区単位で集計した結果、神栖地区に居住する回答者
が約 6割となった（表 3）。 
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環境問題への関心の有無は、環境問題に「関心がある」は 81.3%となった（表 6）。 
 















































































回答者 46 9.7% 66 13.9% 84 17.6% 93 19.5% 107 22.5% 80 16.8% 476 100%
非回答者 10686 14.8% 12199 16.9% 14562 20.2% 12706 17.6% 11610 16.1% 10413 14.4% 72176 100%
住民基本台帳 10732 14.8% 12265 16.9% 14646 20.2% 12799 17.6% 11717 16.1% 10493 14.4% 72652 100%
計70歳代60歳代50歳代20歳代 40歳代30歳代
回答者 208 43.7% 268 56.3% 476 100%
非回答者 38134 52.8% 34042 47.2% 72176 100%
住民基本台帳 38342 52.8% 34310 47.2% 72652 100%
女 計男
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るコウノトリの目撃は、回答者の 7.9%であった（表 11）。目撃頻度は「今までに 1、2

















回答者 291 60.9% 187 39.1% 478 100%
非回答者 59000 62.1% 36080 37.9% 95080 100%
住民基本台帳 59291 62.0% 36267 38.0% 95558 100%
計波崎地区神栖地区
回答者 20 4.2% 460 95.8% 480 100%
非回答者 2110 4.5% 44356 95.5% 46466 100%





















































































アオサギ（3.7%）  コサギ（11.0%）  コウノトリ（74.3%） トキ（11.0%） 
図 1 コウノトリの認知についての質問結果（回答者数 455人） 
 
コウノトリの保護・野生復帰の認識については 7 つの質問をし、結果を表 15 にまと
めた。コウノトリが絶滅のおそれがあることの認知は 58.6%となったが、それ以外の項
目は 2割以下となった。兵庫県豊岡市や千葉県野田市で野生復帰が実施されていること
の認識は、それぞれ 17.3%、12.9%であった。神栖市内に 2019 年から継続して飛来・
生息していることの認知は 15.8%であったが、2020 年の繁殖シーズンに営巣活動をし
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表 17 あなたにとっての「コウノトリ」 
 

































































表 19 コウノトリの神栖市内での生息希望 
                            





表 20 神栖市内での生息希望の理由 















表 21 神栖市内での生息に関しての心配の有無 
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人数 割合（%） 人数 割合（%）
生息地周辺の住民 81 17.3 55 12.6
神栖市全域の住民 195 41.7 104 23.7
神栖市全域の子ども（保育園・幼稚園～高校生） 64 13.7 83 18.9
行政職員 36 7.7 33 7.5
神栖市内の農業従事者 11 2.4 47 10.7
観光業者 4 0.9 2 0.5
観光客 0 0.0 12 2.7
茨城県民全体 24 5.1 69 15.8
国民全体 51 10.9 27 6.2
その他 2 0.4 6 1.4































る肯定的な回答が 60.7%であった（表 30）。しかし、「わからない」という回答が 37.2%
あり、多くの人々に環境教育や意識啓発の重要性が伝わっていない可能性がある。 
 

















































































































































































































































































































































































































































について」『野生復帰』（兵庫県立コウノトリの郷公園発行）4：55－67頁．    
兵庫県立コウノトリの郷公園「野外個体数」 
http://www.stork.u-hyogo.ac.jp/in_situ/in_situ_ows_num/  
情報取得日：2021年 2月 26日 
 
